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西山の雪化粧にいよいよ冬の到来と身の引き締ま

る霜月となりました。コロナも心配ですが、風邪な

ど召されませぬよう、健康で元気な年末へと向かい

たいものです。 

 

 三教室合同諏訪形区御柱祭見学  

（１０月１日 公民館） 

 女論の会、父居屋の会、万年青の会、三教室合同

で、諏訪形区の御柱祭に参加しました。当日は絶好

の秋晴れに恵まれ、柱を曳くには暑すぎる程の日差

しになりました。各教室の皆さんは見学に留まらず、

柱の先５メートル当たりの絶好のポジションに入る

ことができ、里曳き体験することができました。 

 木遣り班の「氏子のみなさま～、お願いだあ～！」

の木遣りで曳綱を引き始めると、直径 60 センチを

超える「諏訪神社一の柱」がズリズリと動き始めま

した。神社までの約１㎞を諏訪形区民以外の参加者

も加わって、何度か休憩をはさみながらゆっくりゆ

っくりと曳いていきました。途中、農道交差点を左

折する際に柱が大きく何回転もしヒヤリとさせられ

る場面もありましたが、梃
て

子方
こ か た

衆の絶妙な梃子操作

で事なきを得ました。 

 建御柱は夜７時半ごろまで及び、御柱が見事垂直

に建ち上がると、参加者全員の万歳三唱で御柱祭が

幕を閉じました。区民と区外からの多くの参加者が

一体となって、公民館から参加した皆さんも大いに

堪能した御柱見学となりました。 

       

規模を縮小して戦没者追悼式 

（１０月７日 社会福祉協議会） 

法音寺と常輪寺のご住職を導師に迎え、新しい公

民館で戦没者追悼式を挙行しました。追悼の辞を平

澤智区長会長が奉読し、戦没者の慰霊と恒久平和を     

 

誓いました。続いて導師の読経が流れるなか、来賓、

遺族会、区長会、社協役員など出席者全員が焼香し、

最後に西春近遺族会の野溝弘文会長が謝辞を述べて

会が終了しました。野溝会長によると遺族会のメン

バーも年々減ってきているということで、少なくな

っていくことは仕方がないとしても、戦没者を悼み

平和を希求するこの会は今後も大切にしていきたい

ものだと思います。短時間の会となりましたが、そ

れぞれに戦没者への哀悼と平和への願いを新たにす

る追悼式となりました。 

 
   

 市民と議会との懇談会館   （１０月１７日 公民館） 

 白鳥敏明議会議長をはじめ伊那市議会総務文教委

員会の 7 名の議員さんが来館し、16 名の参加者と懇

談しました。共通テーマは「コロナ禍の教訓とこれ

からの伊那市」、会場テーマは「地域住民とのつなが

り」という二つのテーマについて、3 グループに分

かれワークショップ形式で話し合いました。会の中

では、コロナ禍で各地区の行事が軒並み中止となり、

住民のつながりが希薄になっていく現状をどう打開

していくか、コロナによって不可欠なものと略式で
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もできるものが再認識された、市政として経済の活

性化や住民の交流促進を図ってほしい、などなど活

発な意見交換がなされました。議員の皆さんは各地

区の懇談会で出された意見を参考に議会で働きかけ

てくれるということで、その成果を大いに期待した

いところです。 

 

 実りの秋 りっぱなさつま芋がとれました  

（１０月１４日 公民館「かるがも学級」） 

６月に植えたさつま芋の苗が順調に生育し、こん

もりと茂ったつるや葉を掻き分けてさつま芋掘りを

親子で楽しみました。２歳前後の小さな子どもたち

がお母さんと一緒に力いっぱいつるを引っ張ると、

大きく実ったさつま芋が出てくる、出てくる。その

大きさに驚いたり小さな芋を手にして「かわいい。」

と喜んだり、実に楽しそうな収穫作業となりました。

「シルクスウィート」

と「紅はるか」の２種

を持ち帰り、それぞれ

にさつま芋料理に舌鼓

でしょうか。公民館で

もかるがも学級の折な

どに定番の焼き芋やス

イートポテトなど作っ

て皆さんにふるまいた

いと思います。 

 

 平和への祈り 満蒙開拓平和祈念館見学  

（１０月２４日 公民館） 

 第二次世界大戦の戦前・戦中下に、中国東北部に

13 年間だけ存在した幻の国「満州国」。日本から約

27 万人の農業移民が国策として渡っていきました。

1945 年８月９日のソ連軍の侵攻で満州は戦場と化

し、開拓団の人たちは軍部の保護もなく荒野を逃げ

惑いました。戦後も帰国することができず、過酷な

難民収容所の環境の中で多くの日本人が飢えと寒さ

で亡くなりました。 

 その開拓団に最も多くの若者を送り出したのが長

野県であり、この下伊那・上伊那でした。そうした

歴史を風化させることなく後世に伝え、平和な世の

中を希求するために記念館が作られました。 

参加した皆さんは直筆の手紙など生々しい資料と

熱く語るガイドさんの説明で、開拓団の人々の過酷

な経験、悲痛な叫びに思いを馳せました。ウクライ

ナではロシアの侵攻のニュースがいつ終わるともな

く続いています。改めて戦争に導かれることのない

社会の在り方について考える機会となりました。 

 

１１月～１２月 西春近の主な行事予定   

11 月 1 日(火) かるがもベビー 

   2 日(水) 民生児童委員会 １１月定例会 

  3 日(木) 【文化の日】（祝日休館日） 

   8 日(火) かるがも学級 

10 日(木) 区長会 １１月定例会 

  12 日(土) 南小学校創立 150 周年記念式典 

13 日(日) 環境美化活動・廃乾電池等回収 

14 日(月) 女論の会「認知症について」 

  16 日(水) 歴史学習会「西春近南小遺跡」 

  17 日(木) 防犯打合わせ会議 

18 日(金) バラエティスポーツ 

父居屋の会「染物体験」 

        北小学校四者共催講演会 

  21 日(月) 財産区 総務委員会 

体育施設調整会議 

23 日(水)【勤労感謝の日】（祝日休館日） 

  26 日(土)・27 日(日) 西春近地区文化祭 

 29 日(火) 万年青の会「満蒙開拓団」 

12 月 5 日(月) 区長・総代・財産区議員合同会議 

区長会１２月定例会 

6 日(火) 公民館３教室合同「人権講座」 

   7 日(水) 民生児童委員会 １２月定例会 

10 日(土) 天竜川河川内樹木伐採作業 

  15 日(木) 防犯協会 年末広報活動 ～ 31 日 

  16 日(金) 財産区議会 全員協議会 

＊新型コロナの感染状況により予定を変更する

ことがあります。 

＊詳しいことは西春近支所・公民館へお問い合

わせください（電話７２－４１７８）。 


